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企業活動と創造性

• 研究開発活動の重要性の増大
: 基礎研究 → 応用研究 → 製品・サービス化

• How to makeからwhat to makeへ
: コストの競争から、コンセプトの競争へ

• 経営学領域の研究例
: Amabile(1996, 1998)
: 河野(2009)
: Perry-Smith and Shalley(2003) など



創造性測定の既存研究

• 創造性とは？
: 論者によって定義には賛否がある。ゆえに、定義

の側から創造性を考えていくのは困難である。尺度
の側から創造性を考えていくと、わかりやすい

• 創造性と分析レベル(Chris, 2007)
: ①個人
: ②集団
: ③組織



創造性の計測方法

• (1)個人がおかれた文脈がどのようなもので
あれ、利用可能な尺度

eg: 創造性テストなど

• (2)創造的な成果物の投入資源単位あたりの
知的生産性

eg: 特許数、アイデア数、学会発表数など

• (3)専門家や上位者による評価



創造性測定の限界

• 良い尺度
: いつでも、どこでも適用可能な尺度
: 安定している尺度

• 企業側の期待
: 同じ尺度(指標)で企業活動を測定したいという期
待

• 経営学の立場
: 一般化可能な尺度を用いると、文脈が落ちる
: 文脈が抜け落ちた尺度は、意味をなさない



まとめ

• 創造性という概念が含有する問題
:  文脈なしに語れない
： 時間に依存する eg) iPod、パソコン、映画

賞

• 尺度の一般化と社会的文脈のトレードオフ
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